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生活環境内の海水，河川および下水における

病原ビブリオ分布調査

山脇徳美＊斎藤志保子＊和田恵理子＊

森田盛大＊

I はじめに

ヒトに病原性を有するビブリオ(Vibrio) 屈の菌とし

て，従来 01V. choleraeとV.parahaemolyticusが

知られていた．ところが近年，両菌以外のビブリオによる

胃腸炎，敗血症，創傷感染，日和見感染などの感染例が

世界各地で報告されるようになった．また，国内でもこ

の種の散発例や北団発生がみられるようになった 1)~3)

ことから，厚生省は昭和57年にNon-01V. cholerae, 

V. mimicus, V. fluvialisの3歯種を新たに食中毒

原因菌として追加した4l.これらのビブリオは，河17域

あるいは海水に生息する細菌であり，魚介頬を介して人

に感染することか知られている 5).

秋田県では，昭和40年から47年にかけて命らにより本

呪の海水，河川水，ヒト，魚介類等におけるV.para-

haemolyticusの分布調行が行われた 6)~13)か，今回，

我々 は，01V. choleraeとV.parahaemolyticusに今

度新しく真中毒原因菌に加えられた上述の 3菌種を加え

たいわゆる病原ビブリオの分布状況を把握するH的で，

昭和60年4月から秋田港の悔水，県南部を流れて秋田市

に河口をもつ雄物川の河川水および秋田市の下水につい

て病原ヒブリオの検索を行ったので，その成績を報告す

る．

II 材料と方法

1) 検査材料

検否材料は日本海に面している秋田港の悔水，日本洵

に注ぐ雄物川の河口より約2km上流地点の河川水および

秋田市下水終末処理場に流入する下水を，昭和60年4月

から61年8月まで伯月 1回， 2,eずつ採取した．検体採

取時には水温も測定した．

2) 検査方法

病原ビブリオの検査法を図 1に示した．すなわち， 2

tの三角フラスコに検体 1,eを入れ，ポリペプトン（大

五栄促化学） 1いと塩化ナトリウム（和光純薬） 10gを
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図1 病原ビブリオの検査法

加え，pHを8.8に調格した後， 37℃で一夜増菌（一次

贈菌）した．この培韮上沿をTCBS寒火培地（日水製

薬），ビブリオ寒天培地（日水製薬）， PMT寒犬培地

（日水製薬）に塗沫すると共に，二次増菌するためにア

ルカリ性ペプトン水（日水製薬） 10mlとモンスールのペ

プトン水（日水製薬） 10mlに2白金耳ずつ接種し，アル

カリ性ペプトン水は37℃で8時11il，モンスールのペプト

ン水は37℃で24時間それぞれ培捉した．各培槌l:.iiりをそ

れぞれTCBS寒犬培地，ビブリオ寒天培地， PMT寒

犬培地に塗沫し， 37℃で一夜培従後， V.cholerae,_ V. 

parahaemolyticas, V. mimicus, V. flurialisが疑

われるコロニーを釣歯し，生化学的性状検査を行い，そ

れぞれの菌種を決定した． V.choleraeの01スライド凝

集試験とV.parahaemolyticusのK型別スライド凝鉗試

験は市販血治（テン化生研）を用いて行ったが， Non

01 V. cholerae血泊型別は国立予防衛生研究所島田俊

雄博士に依頼した．
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表1 病原ビブリオの検出成績
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採水地点 海 水 河 JI¥ 水 下 水

菌 Non-01 V.para- Non-01 V. para- Non-01 V. para-
年 月種 V. cholerae haemolyticus 

V. fluviahs V. m1micus 
V. cholerae haemolyt1cus 

V. fluv1alis V. mimicus 
V. cholerae haemolytic us V. f!uvialis V. mimicus 

60 4 ＋ ＋ ＋ ＋ 

5 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

6 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

7 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

8 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

， ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

10 ＋ ＋ ＋ 

11 ＋ ＋ ＋ ＋ 

12 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

61 1 ＋ ＋ ＋ 

2 ＋ ＋ 

3 ＋ ＋ ＋ 

4 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
ヽ

5 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

6 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

7 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

8 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

検出率％
※ 
76.5 (13/17) 64.7 (11/17) 0.0 (0/17) 70.6 (12/17) 11.8 (2/17) 17.6 (3/17) 29.4 (5/17) 58.8 (10/17) 29.4(5/17) 88. 2 (15/17) 17.6 (3/17) 58.800/17) 

※（陽性数／検査数）



なお， 60年4月～7月にはモンスールのペプトン水で

の増菌は行わなかった．

III 成 績

1) 病原ビプリオ検出状況

表1に3調査地点における月別の病原ビブリオ検出状

況を示した．海水では， V.parahaemolyticusの検出

率が76.5％と最も高く，次いで， V.fluvialisの64.7

%, Non-01 V. choleraeの58.8％であり， V.

mimicusは検出されなかった．河川水からは， Non-01

V. choleraeが70.6％と最も高率に検出され，次いで，

V. mimicus(29.4%), V.fluvialis (17.6%)の順でっ

たが， V.parahaemolyticusは60年9月と61年8月の

2回検出されただけであった．下水についてみると，最

もi均率に検出されたのがV.fluvialis (88.2%)で，

次いで， Non-01V. cholerae (58.8%), V. para-

haemolyticus (29.4%), V. mimicus 07.6%)の順

であっtぶなお， 01V. choleraeはいずれの検査材料

からも検出されなかった．

2) 水温と病原ビブリオの検出状況

検体採取時の水温と病原ビブリオの検出状況を図2に

示した．海水についてみてみると， Non-01V. chol-

eraeとV.parahaemolyticusは， 4℃以下の水温で

は検出されなかったが， 6℃では検出された． V.flu-

vialisは， 2℃という最も低い水温のときでも検出さ

れたが，逆に水温が24℃以上では検出されなかった．河

川水では， Non-01V. choleraeは，海水の場合と異

なり， 3℃でも検出された． V.mimicusは最低水温の

1 ℃の河川水からでも検出された．下水では， V.flu-

vialisは水温に関係なく検出され，また， Non-01V. 

cholcraeも9℃以上の水温で検出されたが， V.para-

haemolyticusは，腸炎ビプリオ食中毒の多発する水温

19℃以上の夏期に検出された．

3) 増菌法による病原ピプリオ検出率の比較

一次増菌培養後の二次増歯用培地として，アルカリ性

ペプトン水とモンスールのペプトン水を用いた場合の病

原ビブリオの検出状況を比較した結果，表2の成績が得

られた．

Non-01 V. choleraeについてみてみると，一次増

菌では平均35.3％の検出率であったが，二次増菌すると，

アルカリ性ペプトン水からの検出率は39.2％およびモン

スールのペプトン水からの検出率は48.7％となり，後者

の方が若干高率であった． V.parahaemolyticusにつ
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図2 水温と病原ビブリオ検出状況

--69 -



表2 増菌法による病原ヒ‘'ブリオ検出率の比較

一次増菌

海水 4/17 (23.5) 

Non-01 河川水 9/17 (52.9) 

V. cholerae 下水 5/17 (29.4) 

計 18/51 (35. 3) 

海水 10/17 (58.8) 

V. para- 河川水 3/17 (17.6) 

haemolyticus 下水 5/17 (29.4) 

計 18/51 (35. 3) 

洵水 6/17 (35.3) 

河川水 1/17 (5.9) 

V. fluvialis 
下水 11/17 (64.7) 

計 18/51 (35. 3) 

海水 0/17 (0.0) 

河川水 4/17 (23.5) 
V. mimicus 

下水 3/17 (17.6) 

計 7 /51 (13. 7) 

※ 陽性数／検査数（彩）

いてみてみると，一次増菌による検出率は35.3％であっ

たが，二次増菌での検出率は，アルカリ性ペプトン水の

29.4％およびモンスールのペプトン水の10.3％と低下し

た． V.fluvialisは一次増菌では35.3％の検出率で分

離されたか，アルカリ性ペプトン水による二次培菌培養

液からの検出率（41.2%)が，モンスールのペプトン水か

らの検出率 (25.6%)より高率であった． V.mimicus 

では，一次増菌による検出率が13.7％であったが，二次

増菌ではいずれも一次増菌の場合より低い検出率であっ

た．

4) Non-01 V. choleraeとV.parahaemolyticus 

の血清型別成績

それぞれの検査材料から検出されたNon-01V. chol-

eraeとV.parahaemolyticusの各月の代表株につい

※ 

次 増 菌

アルカリ性ペプトン水 モンスールのペプトン水

7/17 (41.2) 5/13 (38. 5) 

9/17 (52.9) 7/13 (53.8) 

4/17 (23. 5) 7/13 (53.8) 

20/51 (39. 2) 19/39 (48.7) 

10/17 (58.8) 3/13 (23.1) 

2/17 (11.8) 1/13 (7.7) 

3/17 (17.6) 0/13 (0.0) 

15/51 (29. 4) 4/39 (10. 3) 

8/17 (47.1) 6/13 (46.2) 

1/17 (5.9) 1/13 (7.7) 

12/17 (70.6) 3/13 (23.1) 

21/51 (41. 2) 10/39 (25. 6) 

0/17 (0. 0) 0/13 (0.0) 

3/17 (17. 6) 4/13 (30.8) 

2/17 (11.8) 1/13 (7.7) 

5/51 (9.8) 5/39 (12. 8) 

て行った血清型別成績を表3に示した．海水から検出さ

れた Non-01V. choleraeは10株中7株 (70.0彩）が

6種類の血清型に型別された．しかし，V.parahaemoly-

ticusでは， 16株中5株（31.3%)が型別されただけで

あった．河川水からの Non-01V. choleraeでは15株中

8株（53.3%)か3種類の血泊型 (2株が0-14型， 5 

株が0-45型および 1株がR型）にそれぞれ型別され

た．下水についてみてみると， Non-01 V. cholerae 

は12株中5株（41.7%)が5種類およびV.parahaemoly-

ticusは6株中 2株（33.3%)か2種頬の血清型にそれ

ぞれ型別された．
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表3 Non-01 V. choleraeのO型別と

V. parahaemolyticusのK型別

Non-01 V. cholerae V. parahaemolyticus 

0-5: I競。ー14:2 K-J3: I K-15: I 

0-32:] 0-36:] K-17: I K-42: I 
海 水 0-53: 1 R型： I K-61: 1 UK :11 

UK※2: 3 

0-14: 2 0-45: 5 

河川水 R型： 1 

UK : 7 UK : 2 

0-14 : 1 0-19 : 1 K-17: I 

下 水 0-65: 1 0-68: 1 K-32: 1 

R型： 1 UK : 7 UK : 4 

如菌株数

※2型別不明

IV 考 察

環境，魚介類，市販食品などの病原ビプリオの分布調

査は各地で行われ，特に新しく食中毒原因菌に加えられ

たNon-01V. cholerae, V. fluvialis, V. mimicus 

の検出率が高いことが報告されている14)~17)•このこと

から，我々は昭和60年4月から海水，河川水，下水につ

いて病原ビブリオの定点観測を行い，秋田県内における

病原ビプリオの分布を調査した．

ビプリオ属の生息に最も適している悔水からはv.
parahaemolyticus (76.5%)とV.fluvialis (64.7%) 

が高率に検出され，また， Non-01V. cholerae (58.8 

％）もこれらに次いで高率に検出されたが， V.mimicus

と01V. choleraeは全く検出されなかった．河川水か

らは，無塩でも増殖ができ，主に河口を最適の生息地と

するNon-01V. choleraeが70.6％と高率に検出され，

次いで， Non-01V. choleraeと白糖分解能以外は全

く同一性状を有するV.mimicusが29.6％検出された．

しかし，好塩性のV.fluvialisの検出率は17.6％であ

り，また，金の成績10そは河川水から全く検出されなかっ

たV.parahaemolyticusが腸炎ビブリオ食中毒の多発

する夏場の60年9月と61年8月にのみ検出された．この

ように，検出される病原ビプリオの菌種が，生息する環

境水域の塩濃度の相違によって異なるような傾向を示し

応ヒト社会での汚染を反映しているともいえる下水中

の病原ビプリオについては，新しく食中母原因菌に加え

られた V.fl uvialisとNon-01V. choleraeの検出

率が高率であったことが注目された．しかし，本調査で

01 V. choleraeはどの検資材料からも全く検出されな

かったことから，少なくともこの限りにおいては，本菌

の秋田市内への侵襲はなかったものと推定される．

病原ビプリオの検出状況と水温との関係をみると，生

息に適しているとみられる地点から採取した検体からは，

かなり水温が低いときでも病原ビブリオが検出された．

特に，V.mimicusは1℃の河川水からも検出され，ま

た，海水からのV.fluvialisは，むしろ水温が低くな

ると，検出率が高くなる傾向を示した．これに対して，

河川水および下水からのV.parahaemolyticusは，腸

炎ビブリオ食中毒が多発し，水温が18℃以上になる夏期

に検出された．また，下水からのV.fluviaMは，水

温に関係なく，年間をとおして検出されたことから，ヒ

ト社会への侵襲がかなりすすんでいることが示唆され

た．

Kanekoら18)は， V.parahaemolyticusか海底土中

で越冬することを報告し，また，金9),11), 13) も，外海の

影響を直接受けることのないような漁港では海水中でも

越冬するとし，真冬の 2月に 6℃の海水からV.para-

haemolyticusを高率に検出した．我々も 6℃の海水か

ら本菌を検出したことから， 6℃の海水中でV.para-

haemolyticusが越冬できることが再確認された．

病原ビプリオの検査法はいろいろ報告されている

l如5),1りが，我々は二次増菌培地としてアルカリ性ペプト

ン水とモンスールのペプトン水を用い，病原ビプリオの

検出率を比較してみた．その結果， Non--01V. cholerae 

とV.mimicusの場合は二次増菌にモンスールのペプト

ン水を用いることによって検出率か高くなり，逆に， V.

fluvialisの場合はアルカリ性ペプトン水を用いた方が

検出率が高かった．しかし， V.parahaemolyticusは

一次増菌による検出率の方が二次増菌より高率であった．

これらのことから，目的とする菌種によって増菌培地を

選択する必要があると考えられた．

一方，本調査で検出されたNon--01V. choleraeの

0血清型別とV.parahaemolyticusのK血清型別成績

をみると，海水からのNon--01V. choleraeは10株中

7株 (70.0%)が6種類の血清型に型別され，既知19)の

血‘iti型菌が多かった．また，河川水由来のNon-01 V. 

choleraeは， O型別不明菌が46.7％を占めたものの，

0-45型菌が5株（33.3%)を占めていたことや型別さ

れた血清型自体も 3種類と少なかったことから，同一血

清型の菌が定着しているのではないかと推定された．下

水からのNon-01V. choleraeは， 5株 (41.7%)が

5種類の血隋型に型別されたが，型別不明株が58.3％も

あったことから，血清型の多様化が示唆された．これに

対して， V.parahaemolyticusはわずか29.2彩しかk

型別されなかった．

このように，秋田市内の生活環境内にある海水，河川水
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および下水が病原ビプリオによってかなり高度に汚染さ

れ，しかも，その血清型が多様化していることが示唆さ

れた．しかも，水温の高いときはもちろん，水温の低い

時期でも病原ビブリオカ引三息していた．これらの成績は，

夏期だけではなく，冬期問も含めて，ビブリオ食中毒防

止対策を講ずる必要性を示したものと考えられる．

v 結 論

昭和60年4月から61年8月まで，秋田市内の海水，河

川水および下水について病原ビブリオの定点観測を行い，

次のような成績を得た．

1.海水からは，V.parahaemolyticusが76.5%,

V. fluvialisか64.7%, Non-01 V. choleraeが58.8

形検出され，河川水からは， Non-01V. choleraeが

70.6綺 V.mimicusが29.4粥検出された．下水から

は， V.fluvialisが 88.2%, Non-01 V. cholerae 

が 58.8%, V. parahaemolyticusが29.4彩検出さ

れた．

2.海水を主な生息の場としているV.parahaemoly-

ticusは水温が6℃のときでも洵水から検出された．ま

た， V.fluvialisは低温になると検出率か高くなる傾

向を示した．特に，海水の水温が最低の 2℃のときでも

検出された．

3.無塩培地でも発育できるNon-01V. choleraeは

水温が3℃の河川水からも検出され，また，ほぼ同一の

性状を有するV.mimicusも1℃の河川水から検出され

た．

4.下水からのV.fluvialisはほぼ年間を通して検

出され， V.parahaemolyticusは腸炎ビプリオ食中毒

の多発する，水温の高い豆期に検出された．

5.モンスールのペプトン水はNon-01V. cholerae 

の増菌に迎していることか確認された．

6.海水からのNon-01V. choleraeは7株(70.0%)

か6種類の0血清型に型別された．また，河川水由来の

Non-01 V. choleraeは3種類の0血清型に型別され，

その内0-45型菌が5株（33.3%)を占めていた． V.

pQrahaemolyticusは令体でわすか7株 (29.1%)がK

型別されただけであった．

7.以卜の成粕から，秋田市の生活環境内にある洵水，

河川水および下水が病原ビブリオによってかなり汚染さ

れ，しかも，これらの血‘h'i邸が多様化していることが示

唆された．

立予防衛生研究所島田俊雄博士に深謝します．
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